
    新しい生活様式について考えよう！ ～ 学校再開 Ver. ～  

 自宅で過ごす時間が長かったため，学校生活を安全に送るための習慣には，不便さやきゅうくつさを

感じると思いますが，自分や周りの人を大切に思う気持ちを行動で示すことが求められます。一部の人

が実行するのではなく，みんなで一緒に取り組んでいきましょう！登校から下校までのイメージです。 

 

登校前 

□ 朝検温をして，健康チェックカードに記入をして保護者と確認をする。 

□ 発熱や咳などの症状があったり，体調が悪い時には無理をしないで欠席する。 

□ マスク・健康チェックカード・ハンカチ を忘れずに持つ。 

□ 友だちと登校するときには，身体的距離（最低１ｍ）を確保する。 

 

登校したら 

□ 玄関で検温チェックを受ける。（忘れた場合は，理科室や学習室で検温をする） 

□ 朝の会で健康チェックカードを担任に提出し，健康観察を受ける。 

 

授業中 

□ 授業は，マスクをして受ける。 

□ 窓は校庭側の窓・廊下側の上部窓は全開，出入り口は可能な限り開けておく。 

□ 机は，前後左右を離して座る。 

□ 天候により，窓の開放が無理な場合は，休み時間ごとに全開して換気をする。 

□ 技能教科の授業は，教科担任の先生の指示に従う。 

□ 移動教室の場合，友だちとの身体的距離を確保する。 

 

休み時間 

□ トイレの使用は，トイレ内での混雑を避け，並ぶときには身体的距離を確保する。（足型あり） 

□ 友だちと話をするときにもマスク・身体的距離を確保する。（体の接触を伴う交流を避ける） 

 

給食（詳細については後日説明します） 

□ 給食前に手洗い・手指アルコール消毒をする。（水道は美術室・理科室・１階使用可能） 

□ マスク・エプロン・三角巾を全員使用する。 

□ 机・配膳台などを消毒スプレーと台拭きを使用して消毒する。 

□ 換気・前向きで食べる・話をしない。 

 

清掃（無言清掃の継続） 

□ 自分の分担場所を友だちとの接触を避け，身体的距離を確保して行う。 

□ 消毒は，担当責任者の先生がする。 

□ 終了後は，手洗いをしっかり行う。 

 

部活動・下校 

□ 各部活動顧問の指示に従う。 

□ 駐輪場や下校時も友だちとの身体的距離を確保する。 

□ 帰宅後，まず手洗いを済ませてから「ただいま」 

必ず手洗いをする時 

＊外から教室へ 

＊トイレ後 

＊給食前 

30秒を目安に！ 

「ウイルスとの闘いから共存へ」 

（京都大学 山中教授） 

「感染症に強い地域社会へ」 

（長崎県知事） 


